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設定変更通知およびサービス再起動通知

サービス再起動通知

Cisco Unified CM IM and Presenceの管理で IM and Presence XCPサービスに影響する設定変更を行
う場合は、変更を有効にするためにXCPサービスを再起動する必要があります。 IM and Presence
Serviceは、設定変更が影響する正確なノードおよび再起動する必要があるサービスを通知しま
す。アクティブな通知のポップアップウィンドウが Cisco Unified CM IM and Presenceの管理の各
ページに表示され、サービスを再起動する必要があることを視覚的に示します。マウスをダイア

ログバブルアイコンに合わせると、アクティブな通知（存在する場合）および関連する重大度の

一覧が表示されます。アクティブな通知のリストから Cisco Unified IM and Presence Serviceability
に直接アクセスして、必要なサービスを再起動できます。

特にネットワークに IM and Presence Serviceを展開した後で設定変更を行う場合は、サービス再起
動通知のサービス再起動ポップアップウィンドウをモニタすることを推奨します。付属マニュア

ルのほとんどのタスクでは、サービスの再起動が必要かどうかが示されます。
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サービス通知のタイプおよびサービス通知のセキュリティレベルに関する情報については、サー

ビス再起動通知のオンラインヘルプトピックを参照してください。

Cisco XCP Router の再起動
すべての可用性およびメッセージングサービスが IM and Presence Serviceで適切に機能するには、
Cisco XCP Routerを実行する必要があります。これは、SIPベースと XMPPベースの両方のクラ
イアントメッセージングに適用されます。 Cisco XCPルータを再起動すると、IM and Presence
Serviceによりすべてのアクティブな XCPサービスが自動的に再起動されます。

このモジュールのトピックは、設定変更後に Cisco XCP Routerを再起動する必要があるかどうか
を示します。 Cisco XCPルータは、停止して再開するのではなく、再起動する必要があります。
Cisco XCP Routerを再起動するのではなく停止した場合、IM and Presence Serviceにより他のすべ
ての XCPサービスが停止されます。その後 XCPルータを起動しても、IM and Presence Serviceに
より他の XCPサービスは自動的に起動されません。手動で他の XCPサービスを起動する必要が
あります。

Cisco XCP Router サービスの再起動

手順

ステップ 1 IM and Presenceサービスで、[Cisco Unified IM and Presence Serviceability（Cisco Unified IM and
Presenceのサービサビリティ）] > [Tools（ツール）] > [Control Center - Network Services（コント
ロールセンター -ネットワークサービス）]を選択します。

ステップ 2 ノードを [Server（サーバ）]リストボックスから選択して、[Go（進む）]を選択します。

ステップ 3 [IM and Presence Service（IM and Presenceサービス）]セクションで、[CiscoXCPRouter（CiscoXCP
ルータ）]サービスの横にあるオプションボタンをクリックします。

ステップ 4 [Restart（再起動）]をクリックします。

ステップ 5 リスタートに時間がかかることを示すメッセージが表示されたら、[OK（OK）]をクリックしま
す。

DNS ドメインコンフィギュレーション
Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスは、任意の数の DNSドメインへの
柔軟なノード展開をサポートします。この柔軟性をサポートするには、展開内のすべての IM and
Presenceサービスノードにそのノードの完全修飾ドメイン名（FQDN）に設定されたノード名が
必要です。いくつかのサンプルノード展開オプションは、次のとおりです。
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ある IM and Presenceサービスノード名がホスト名だけに基づいている場合、すべての IM and
Presenceサービスノードが同じ DNSドメインを共有する必要があります。

システムによって、IM and PresenceサービスのデフォルトドメインまたはDNSドメインと一
致するように設定される他の IMドメインは必要はありません。 IM and Presenceサービス展開
に共通のプレゼンスドメインを配置し、ノードを複数の DNSドメインに展開できます。

（注）

詳細情報については、『Changing IP Address and Hostname for Cisco Unified CommunicationsManager
and IM and Presence Service』を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerクラスタに関連付ける DNSドメインの指定, （7ペー
ジ）

IM and Presence Serviceのデフォルトのドメイン設定, （8ページ）
ノード名の推奨事項
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別々の DNS ドメインまたはサブドメインに展開された IM and Presence
Service クラスタ

IM and Presence Serviceは、ピアの IM and Presence Serviceクラスタを構成するノードとは異なる
DNSドメインまたはサブドメイン内の 1つの IM and Presence Serviceクラスタに関連付けられた
ノードをサポートします。次の図に、サポートされている展開シナリオの例を示します。

図 1：別々の DNS ドメインまたはサブドメインに展開された IM and Presence Service クラスタ
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別々の DNS ドメインまたはサブドメインに展開されたクラスタ内の
IM and Presence Service ノード

IM and Presence Serviceは、複数のDNSドメインまたはサブドメインに展開された IM and Presence
Serviceクラスタ内へのノードの配置をサポートします。次の図に、サポートされている展開シナ
リオの例を示します。

図 2：別々の DNS ドメインまたはサブドメインに展開されたクラスタ内の IM and Presence Service ノード

ハイアベイラビリティは、プレゼンス冗長グループ内の 2台のノードが別々の DNSドメイン
またはサブドメインにあるシナリオでも完全にサポートされます。

（注）
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関連する Cisco Unified Communications Manager クラスタとは異なる
DNS ドメインに展開されているクラスタ内の IM and Presence Service
ノード

IM and Presence Serviceは、関連する Cisco Unified Communications Managerクラスとは異なる DNS
ドメインへの IM and Presence Serviceノードの配置をサポートします。次の図に、サポートされ
ている展開シナリオの例を示します。

図 3：関連する Cisco Unified Communications Managerクラスタとは異なる DNS ドメインに展開されているク
ラスタ内の IM and Presence Service ノード
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Cisco Unified Communications Managerとのアベイラビリティ統合をサポートするには、CUCM
Domainの SIP Proxyサービスパラメータが Cisco Unified Communications Managerクラスタの
DNSドメインと一致する必要があります。

デフォルトでは、CUCMドメインの SIP Proxyサービスパラメータは IM and Presenceデータ
ベースパブリッシャノードの DNSドメインに設定されます。したがって、IM and Presence
データベースパブリッシャノードの DNSドメインが Cisco Unified Communications Managerク
ラスタの DNSドメインと異なる場合、IM and Presenceデータベースパブリッシャノードで
Cisco Unified CM IM and Presenceの管理GUIを使用してこのサービスパラメータを更新する必
要があります。詳細については、トピック「Specify DNS domain associated with Cisco Unified
Communications Manager」を参照してください。

（注）

Cisco Unified Communications Manager クラスタに関連付ける DNS ドメ
インの指定

この手順は、IMandPresenceデータベースパブリッシャノードのDNSドメインがCiscoUnified
Communications Managerノードの DNSドメインとは異なる場合にのみ必要です。

（注）

IM and Presenceサービスはクラスタ内のすべての Cisco Unified Communications Managerノード用
のアクセスコントロールリスト（ACL）エントリを維持します。これにより、ノード間でのア
ベイラビリティのシームレス共有が可能になります。これらの ACLエントリは FQDNベースで
あり、Cisco Unified Communications Managerのホスト名を IM and Presenceデータベースパブリッ
シャノードの DNSドメインに付加することによって生成されます。

IM and PresenceデータベースパブリッシャノードのDNSドメインがCisco Unified Communications
Managerノードの DNSドメインとは異なる場合、無効な ACLエントリが追加されます。これを
回避するには、IM and Presenceデータベースパブリッシャノードの Cisco Unified CM IM and
Presenceの管理 GUIで次の手順を実行する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[System（システム）] > [Service Parameters（サービスパラメータ）] を選択します。

ステップ 2 [Server（サーバ）]ドロップダウンリストから、[IM and Presence Service（IM and Presenceサービ
ス）]ノードを選択します。

ステップ 3 [Service（サービス）]ドロップダウンリストから、[Cisco SIP Proxy（Cisco SIPプロキシ）]を選
択します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerノードの DNSドメインと一致するように [General Proxy
Parameters（Clusterwide）（一般的なプロキシパラメータ（クラスタ全体））]セクションの [CUCM
Domain（CUCMドメイン）]フィールドを編集します。
デフォルトで、このパラメータは IM and Presenceデータベースパブリッシャノードの DNSドメ
インに設定されます。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。

関連トピック

DNSドメインコンフィギュレーション, （2ページ）

IM and Presence Service のデフォルトのドメイン設定

インストール後のデフォルトドメインの置換

IM and Presenceサービスは IM and Presenceサービスのインストール時に指定されたDNSドメイン
に自動的に IM and Presenceサービスクラスタのデフォルトドメインを設定します。 DNSドメイ
ンが IM and Presenceサービスの全社レベルのデフォルトドメインに一致していない場合は、DNS
ドメイン値を全社レベルの IM and Presenceサービスのデフォルトドメインに置き換えます。

ネットワークでDNSを使用せず、インストール時にDNSドメインを設定していなかった場合に、
IM and Presenceサービスのデフォルトドメインに「DOMAIN.NOT.SET」がデフォルトで設定さ
れます。再度、全社レベルの IM and Presenceサービスのデフォルトドメインでこのデフォルト
値を置き換えます。

IM and Presenceサービスのデフォルトドメインは社内のすべてのクラスタ全体で同じである
必要があります。そうでない場合は、クラスタ間の通信ができなくなります。

（注）

クラスタの新しい IM and Presenceサービスのデフォルトドメイン値を設定するには、次の手順
を実行します。
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次の手順は、クラスタの IM and Presenceサービスのデフォルトドメインだけを変更します。
そのクラスタ内のすべての IM and Presenceサービスノードに関連付けられているDNSドメイ
ンは変更されません。 IM and PresenceサービスノードのDNSドメインを変更する手順につい
ては、『IP Address, Domain and Hostname for IM and Presence Service on Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 クラスタ内のすべてのノードの次のサービスの停止します。停止するサービスとは、クラスタ内

のすべての IM and PresenceノードのCisco SIP Proxy、Cisco Presence EngineおよびCiscoXCPRouter
サービスです。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco XCP Router

• Cisco Sync Agent

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

ステップ 2 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレゼンス）] > [Settings（設定）] > [Advanced Settings（詳細設定）]を選択します。

ステップ 3 [Default Domain（デフォルトドメイン）]を選択します。

ステップ 4 [Domain Name（ドメイン名）]フィールドに、新しい IM and Presenceサービスデフォルトのドメ
インを入力し、[Save（保存）]を選択します。

ステップ 5 クラスタ内のすべてのノードで、手動でこの手順の初めに停止したすべてのサービスを再起動し

ます。

前に実行していた XCPサービスをクラスタ内の各ノードで手動で再起動する必要があります。

IM and Presence サービスのデフォルトドメインの変更
クラスタ内で IM and Presence Serviceのデフォルトドメイン値を変更する場合、この手順に従っ
てください。 DNSまたは非 DNS展開が存在する場合、この手順を適用できます。

この手順の一環として、サービスを停止する前に、プレゼンス冗長グループのハイアベイラ

ビリティを無効にします。ハイアベイラビリティが有効な間にサービスを停止すると、シス

テムのフェールオーバーが行われます。

注意
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この手順では、IM and Presence Serviceのクラスタのデフォルトドメインだけを変更します。そ
のクラスタ内のすべての IM and Presence Serviceノードに関連付けられている DNSドメインは変
更されません。 IMandPresenceServiceノードのDNSドメインを変更する方法の手順については、
『Changing IP Address and Hostname for Cisco Unified Communications Manager and IM and Presence
Service』を参照してください。

Cisco Unified CommunicationsManagerに IM and Presence Serviceパブリッシャのノードを追加す
ると、デフォルトドメインが設定されます。ノードのインストール中、Cisco Unified
Communications Managerからデフォルトドメイン値が取得できない場合、デフォルトドメイ
ン値は「DOMAIN.NOT.SET（DOMAIN.NOT.SET）」にリセットされます。 IM and Presence
Serviceのデフォルトドメイン値を有効なドメイン値に変更するには、この手順を使用します。

（注）

手順

ステップ 1 表示された順番で、クラスタ内のすべての IM and Presence Serviceノードで次のサービスを停止し
ます。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco XCP Router
Cisco XCPルータを停止すると、すべての XCP機能サービスは自動的に停止しま
す。

（注）

• Cisco Sync Agent

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

ステップ 2 IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノードで、新しいドメイン値を設定するには、
次のステップを実行します。

a) [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレゼンス）] > [Settings（設定）] > [Advanced Configuration（詳細設定）]を選択し
ます。

b) [Default Domain（デフォルトドメイン）]を選択します。
c) [DomainName（ドメイン名）]フィールドに、新しいプレゼンスドメインを入力し、[Save（保
存）]を選択します。
システムアップデートは完了まで最長で 1時間かかる場合があります。アップデートに失敗
すると、[Re-try（再試行）]ボタンが表示されます。変更を再適用するには、[Re-try（再試行）]
をクリックします。または [Cancel（取消）]をクリックします。

ステップ 3 クラスタ内のすべてのノードで、手動でこの手順の初めで停止したすべてのサービスを起動しま

す。

クラスタ内のすべてのノードで、前に実行されていた、XCP機能サービスを手動で再起動します。
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IM アドレス設定

IM アドレスの設定要件
MandPresenceServiceのデフォルトドメインと、使用する IMアドレススキームは、IMandPresence
Serviceクラスタ全体で一貫している必要があります。設定する IMアドレススキームはすべての
ユーザ JIDに影響を与え、別の設定を持つ可能性があるクラスタ間での通信を中断せずに段階的
に実行することはできません。

展開したクライアントが IMアドレスとしてディレクトリ URIをサポートしない場合は、管理者
がディレクトリ URI IMアドレススキームを無効にする必要があります。

次のサービスは、IMアドレススキームを設定する前に、クラスタ内のすべてのノードで停止さ
せる必要があります。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco XCP Router

• Cisco Sync Agent

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

IM and Presence Serviceで IMアドレスを設定する前に、各 IMアドレスに固有の詳細な要件につい
ては連動操作と制約事項についてのトピックを、追加情報については IMアドレス設定の計画の
トピックを参照してください。

UserID @ Default_Domain IM アドレスインタラクションと制約事項
次の制約事項は USERID@ Default_Domain IMアドレススキームに適用します。

•すべての IMアドレスは IM and Presenceのデフォルトドメインの一部であるため、複数ドメ
インはサポートされません。

• IMアドレススキームは、すべての IM and Presence Serviceクラスタ全体で一貫している必要
があります。

•デフォルトドメイン値は、すべてのクラスタ全体で一貫している必要があります。

• UserIDが Cisco Unified Communications Managerの LDAPフィールドにマップされる場合、そ
の LDAPマッピングはすべてのクラスタ全体で一貫している必要があります。

ディレクトリ URI IM アドレスの連携動作と制約事項
複数のドメイン設定をサポートするには、IM and Presence Serviceの IMアドレススキームとして
ディレクトリ URIを設定する必要があります。
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IMアドレススキームとしてディレクトリ URIを使用するようにノードを設定する場合は、
ディレクトリ URIをサポートするクライアントのみを展開することを推奨します。ディレク
トリURIをサポートしないクライアントは、ディレクトリURI IMアドレススキームが有効に
なっている場合は動作しません。ディレクトリ URIをサポートしないクライアントが展開さ
れている場合は、UserID@Default_Domain IMアドレススキームを使用し、ディレクトリ URI
IMアドレススキームは使用しないでください。

注意

ディレクトリ URI IMアドレススキームを使用する場合は、次の制約事項および連係動作を順守
します。

•すべてのユーザに Cisco Unified Communications Managerに有効なディレクトリ URI値が設定
されています。

•展開されたすべてのクライアントが、IMアドレスとしてディレクトリ URIをサポートし、
EDIベースのディレクトリ統合を使用する必要があります。

• UDSベースのディレクトリ統合はサポートされていません。

•すべての IM and Presence Serviceクラスタで IMアドレススキームが一貫している必要があり
ます。

•すべてのクラスタが、ディレクトリ URIアドレススキームをサポートする Cisco Unified
Communications Managerのバージョンを実行している必要があります。

• LDAP同期が無効になっている場合は、ディレクトリURIを自由形式のURIとして設定する
ことができます。LDAPディレクトリ同期が有効になっている場合は、ディレクトリURIを
電子メールアドレス（mailid）またはMicrosoft OCS/Lync SIP URI
（msRTCSIP-PrimaryUserAddress）にマップできます。

•ディレクトリ URI IMアドレス設定はグローバルであり、クラスタ内のすべてのユーザに適
用されます。クラスタ内の個々のユーザに対して異なるディレクトリ URI IMアドレスを設
定できません。

• Cisco Jabberクライアントは、ディレクトリ URIをサポートする必要があります。互換性を
判断するには、Cisco Jabberクライアントに付属のマニュアルを参照してください。

• Cisco Jabberクライアントは、IM and Presence Serviceの IMアドレススキームとディレクト
リ URI設定に合わせて設定する必要があります。デフォルトでは、Cisco Jabberは、デフォ
ルトの IMアドレススキーム UserID@ Default_Domainを想定します。ディレクトリ URIを
使用する場合は、ディレクトリ検索がディレクトリ URI値と合うように、Cisco Jabberクラ
イアントでの追加設定が必要です。

たとえば、IMアドレススキームがディレクトリ URIで、Active Directoryでメールするよう
にマッピングされている場合は、連絡先の追加時に IMアドレスとしてメールフィールドを
使用するように Active Directoryに対するWindowsディレクトリ検索用の Jabberを設定する
必要があります。詳細については、お使いのCisco Jabber forWindowsのバージョンのインス
トールおよび設定ガイドを参照してください。
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Cisco Jabberクライアントのディレクトリ URI IMアドレススキームを設定す
るには、xml形式のコンフィギュレーションファイルを手動で編集する必要
があります。 xmlコンフィギュレーションファイルは、TFTPサーバにファイ
ルをアップロードする前に有効になっている必要があります。 Cisco Jabberク
ライアントは、無効なコンフィギュレーションファイルを無視します。

（注）

IM アドレススキームの設定
新規インストールする、または以前のバージョンから IM and Presence Serviceをアップグレードす
るとき、UserID@ Default_Domain IMアドレススキームがデフォルトのオプションです。 Cisco
Unified CM IM and Presence Administration GUIを使用して IM and Presence Serviceクラスタの IM
addressスキームを設定できます。

この手順の一環として、サービスを停止する前に、プレゼンス冗長グループのハイアベイラ

ビリティを無効にします。ハイアベイラビリティが有効な間にサービスを停止すると、シス

テムのフェールオーバーが行われます。

注意

選択したIMアドレススキームは、IM and Presence Serviceクラスタ全体で一貫している必要が
あります。

（注）

はじめる前に

•クラスタのすべての IM and Presence Serviceノードで次のサービスを停止します。

• Cisco Client Profile Agent

• Cisco XCP Router

Cisco XCPルータを停止すると、すべての XCP機能サービスは自動的に停止
します。

（注）

• Cisco Sync Agent

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

•クラスタに現存するすべてのユーザが正しくプロビジョニングされていることを確認しま
す。
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エンドユーザが正しくプロビジョニングされているか、また、無効または重複ユーザがない

かを判断するために、IM and Presence Serviceトラブルシュータを使用します。
（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレゼンス）] > [Settings（設定）] > [Advanced Configuration（詳細設定）]を選択しま
す。

[Advanced Configuration（詳細設定）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [IM Address Scheme（IMアドレススキーム）]を選択し、[UserID @ [Default Domain]（ユーザ ID
@ [デフォルトドメイン]）]または [Directory URI（ディレクトリ URI）]を選択します。

IM and Presence Serviceの要求サービスを停止した後でのみ、IMアドレススキームが使
用可能になります。

ヒント

ステップ 3 [Save（保存）]をクリックします。
ステータス領域の更新進行状況を監視できます。

IMアドレススキームとしてディレクトリ URIを選択する場合、展開クライアントが複数ドメイ
ンをサポートできることを確認するプロンプトが表示される場合があります。続行するには [OK
（OK）]をクリックします。または [Cancel（取消）]をクリックします。

ユーザが [Directory URI（ディレクトリ URI）]設定が無効に設定されている場合は、ダイアログ
ボックスが表示されます。続行するには、[OK（OK）]をクリックし、または [Cancel（取消）]
をクリックします。次に、IMアドレススキームを再設定する前にユーザ設定をします。

システムアップデートは完了まで最長で 1時間かかる場合があります。アップデートに失敗する
と、[Re-try（再試行）]ボタンが表示されます。変更を再適用するには、[Re-try（再試行）]をク
リックします。または [Cancel（取消）]をクリックします。

次の作業

システムが正常に更新された場合、クラスタの停止しているすべてのサービスと前に実行されて

いる XCP機能サービスを再起動できます。設定を確認するには、トラブルシュータを使用しま
す。

IM and Presence Service クラスタのドメイン管理
Cisco Unified CM IM and Presenceの管理 GUIを使用して、ローカル IMアドレスドメインを手動
で追加、更新、削除できます。

[IM and Presence Domain（IM and Presenceドメイン）]ウィンドウに次のドメインが表示されま
す。
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•管理者が管理する IMアドレスドメイン。これらは、手動で追加されたが、どのユーザにも
割り当てられていない内部ドメインか、Sync Agentによって自動的に追加されたが、その後
でユーザのドメインが変更されたために使用されていない内部ドメインです。

•システムが管理する IMアドレスドメイン。これらは、ユーザが展開で使用し、手動または
自動のいずれでも追加できる内部ドメインです。

ドメインが [IM and Presence Domain（IM and Presenceドメイン）]ウィンドウに表示されている
場合は、ドメインは有効になっています。有効化または無効化するドメインはありません。

Cisco Sync Agentサービスが夜間監査を実行し、ローカルクラスタ、およびクラスタ間が設定さ
れている場合はピアクラスタの各ユーザのディレクトリURIを確認して、一意のドメインのリス
トを自動的に構築します。クラスタ内のユーザがそのドメインに割り当てられると、そのドメイ

ンは管理者が管理するドメインからシステムが管理するドメインに変更されます。クラスタ内の

ユーザがドメインを使用しなくなった場合は、ドメインは管理者が管理するドメインに戻ります。

この機能を使用するには、IM and Presence Serviceおよび Cisco Unified Communications Manager
のすべてのノードおよびクラスタが複数のドメインをサポートする必要があります。 IM and
PresenceServiceクラスタ内のすべてのノードがRelease 10.0以降を使用して実行しており、ディ
レクトリ URI IMアドレッシングが設定されていることを確認します。

（注）

IM ドメイン管理のインタラクションと制約事項
•ローカルクラスタに関連付けられている管理者が管理するドメインのみを追加または削除で
きます。

•システムが管理するドメインは編集できません。

•他のクラスタに関連付けられている、システムが管理するかまたは管理者が管理するドメイ
ンは編集できません。

• 2個のクラスタでドメインを設定することはできますが、ピアクラスタのみで使用されてい
る場合に限ります。これは、ローカルクラスタのシステムが管理するドメインとして表示

されますが、ピアクラスタで使用中であると識別されます。

•一部のセキュリティ証明書は、手動でドメインを追加、更新、または削除した後で再作成す
ることが必要になる場合があります。自己署名証明書または証明書署名要求（CSR）を生成
すると、サブジェクト共通名（CN）がノードの FQDNに設定されます。また、ローカルの
IM and Presenceのデフォルトドメインおよびシステムがホストするすべての追加ドメイン
が、サブジェクトの別名（SAN）として証明書に追加されます。

• TLSによるXMPPフェデレーションでは、IMアドレスドメインを追加または削除する場合、
TLS証明書を再作成する必要があります。
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IM アドレスドメインの表示
IM and Presenceサービス展開にわたってすべてシステム管理および管理者によって管理されるド
メインは、[ドメインの検索/一覧表示（Find and List Domains）]ウィンドウに表示されます。い
ずれかの情報フィールドのチェックマークは、ドメインがローカルクラスタに、または任意のピ

アのクラスタに関連付けられてるかどうかを示します。次の情報フィールドは管理者が管理する

ドメインに対して表示されます。

• Domain

•ローカルクラスタに設定されている

•ピアのクラスタに設定されている

次の情報フィールドは、システムが管理するドメインに対して表示されます。

• Domain

•ローカルクラスタで使用中

•ピアのクラスタで使用中

手順

[Cisco Unified CM IM and Presence管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] > [プレ
センス（Presence）] > [ドメイン（Domains）]を選択します。 [ドメインの検索と一覧表示（Find
and List Domains）]ウィンドウが表示されます。

IM アドレスドメインの追加または更新
Cisco Unified CM IM Presence管理 GUIを使用して、ローカルクラスタに手動で IMアドレスドメ
インを追加し、ローカルクラスタにある既存の IMアドレスのドメインを更新できます。

最大255文字のドメイン名を入力でき、各ドメインはクラスタ全体で一意である必要があります。
指定できる値は、すべての大文字または小文字（a-zA-Z）、すべての番号（0-9）、ハイフン（-）、
またはドット（.）です。ドメインラベルの区切り文字はドットです。ドメインラベルの先頭文
字をハイフンにすることはできません。最後のラベル（たとえば、.com）の先頭文字を数字にす
ることはできません。たとえば、Abc.1omは無効なドメインです。

システム管理ドメインが使用中であるため、編集できません。 IMアドレスドメインを持つシス
テムでユーザが設定されていない場合（たとえば、ユーザが削除された場合）、システム管理ド

メインは自動的に管理者の管理ドメインになります。管理者の管理ドメインを編集または削除で

きます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレセンス）] > [Domains（ドメイン）]を選択します。
すべての管理者の管理 IMアドレスドメインとシステム管理 IMアドレスドメインを表示する
[Find and List Domains（ドメインの検索と一覧）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

• [AddNew（新規追加）]をクリックすることで、新しいドメインを追加します。 [Domains（ド
メイン）]ウィンドウが表示されます。

•ドメインのリストから編集するドメインを選択します。 [Domains（ドメイン）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 3 最大 255文字の一意なドメイン名を [Domain Name（ドメイン名）]フィールドに入力し、[Save
（保存）]をクリックします。

警告メッセージが表示されます。 TLS XMPPフェデレーションを使用した場合、新し
い TLS証明書を生成する手順に進みます。

ヒント

IM アドレスドメインの削除
Cisco Unified CM IM and Presenceの管理 GUIを使用して、ローカルクラスタにある管理者の管理
IMアドレスドメインを削除できます。

システム管理ドメインは使用中のため削除できません。その IMアドレスドメインのシステムに
ユーザが存在しない場合（たとえば、ユーザが削除された場合）、システム管理ドメインは自動

的に管理者の管理ドメインになります。管理者の管理ドメインを編集または削除できます。

ローカルクラスタとピアクラスタの両方に設定された管理者の管理ドメインを削除すると、

ドメインは管理者の管理ドメインのリストに保持されます。ただし、そのドメインはピアク

ラスタでのみ設定済みとマークされます。完全にエントリを削除するには、設定されたすべ

てのクラスタからドメインを削除する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレセンス）] > [Domains（ドメイン）]を選択します。
すべての管理者の管理 IMアドレスドメインとシステム管理 IMアドレスドメインを表示する
[Find and List Domains（ドメインの検索と一覧）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次の方法の 1つを使用して削除する管理者の管理ドメインを選択し、次に [Delete Selected（選択
項目の削除）]をクリックします。

•削除するドメインの横のチェックボックスをオンにします。

•管理者の管理ドメインのリストのドメインをすべて選択するには、[Select All（すべてを選
択）]をクリックします。

すべての選択をクリアするには、[Clear All（すべてをクリア）]をクリックしま
す。

ヒント

ステップ 3 [OK（OK）]をクリックして削除を確定するか、[Cancel（取消）]をクリックします。

IM and Presence Service のルーティング情報の設定

ルーティング通信の推奨事項

MDNSは IM and Presence Serviceの XCPルートファブリックを確立するためのデフォルトのメカ
ニズムで、ネットワークは、クラスタ内にあるすべての IM and Presence Serviceノード間のルータ
間接続を自動的に確立します。MDNSルーティングの要件は、クラスタのすべてのノードが同じ
マルチキャストドメインにあることです。 XCPルートファブリックに参加する新しい XCPルー
タをシームレスにサポートできるため、MDNSルーティングを推奨します。

ルーティング通信としてMDNSを選択する場合は、ネットワークでマルチキャスト DNSを有効
にする必要があります。一部のネットワークでは、マルチキャストはデフォルトで有効である

か、特定のネットワーク領域（クラスタを構成するノードが含まれている領域など）で有効です。

このようなネットワークでは、MDNSルーティングを使用するために、ネットワークで追加設定
を行う必要はありません。ネットワークでマルチキャスト DNSを無効にすると、MDNSパケッ
トはクラスタ内の他のノードに到達できません。ネットワークでマルチキャスト DNSが無効に
なっている場合、MDNSルーティングを使用するには、ネットワーク機器の設定変更を実行する
必要があります。

または、展開にルータ間通信を選択できます。この場合、IM and Presence Serviceは動的にクラス
タ内のノード間のすべてのルータ間接続を設定します。クラスタのすべてのノードが同じマルチ

キャストドメインにない場合は、このルーティング設定タイプを選択します。ルータ間通信を選

択する場合は、次のことに注意してください。

•展開では、IM and Presence Serviceが XCPルートファブリックを確立している間、追加のパ
フォーマンスのオーバーヘッドが発生します。

•新しいノードを追加するときは、展開内のすべてのノードで Cisco XCP Routerを再起動する
必要はありません。

•ノードを削除する場合は、展開内のすべてのノードで Cisco XCP Routerを再起動する必要が
あります。
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MDNS ルーティングとクラスタ ID の設定
インストール時に、システムは固有のクラスタ IDを IM and Presenceデータベースパブリッシャ
ノードに割り当てます。システムはクラスタ IDを配布して、クラスタ内のすべてのノードが同
じクラスタ ID値を共有できるようにします。クラスタ内のノードは、クラスタ IDを使用して、
MDNSを使用するマルチキャストドメインにある他のノードを識別します。MDNSルーティン
グの要件は、1つのスタンドアロンの IM and Presenceサービスクラスタにあるノードが別のスタ
ンドアロンクラスタ内のノードとのルータ間接続を確立することを防ぐために、クラスタ ID値
が一意であることです。スタンドアロンクラスタはクラスタ間ピア接続上でのみ通信します。

クラスタのクラスタ ID値を表示または設定するには、[Cisco Unified CM IM and Presence
Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] > [Presence（プレゼンス）] > [Settings
（設定）] > [Standard Configuration（標準設定）]を選択します。クラスタ ID値を変更する場合
は、値が IM and Presenceサービス展開に固有であることを確認します。

チャット機能を導入する場合は、IM and Presenceサービスがチャットノードのエイリアスを
定義するクラスタ IDを使用します。クラスタ ID値の変更が必要になる可能性がある特定の
設定シナリオがあります。詳細については、グループチャットモジュールを参照してくださ

い。

（注）

関連トピック

チャットの設定と管理

ルーティング通信の設定

クラスタ内のノードがメッセージを相互にルーティングできるようにするには、ルーティング通

信タイプを設定する必要があります。この設定により、クラスタ内のノード間のルータ接続を確

立するためのメカニズムが決定されます。 IM and Presenceデータベースパブリッシャノードで
ルーティングの通信タイプを設定し、IM and Presence Serviceはクラスタのすべてのノードにこの
ルーティング設定を適用します。

単一ノードの IM and Presence Service展開の場合は、ルーティング通信タイプをデフォルト設定の
ままにすることを推奨します。

クラスタ設定を完了し、IM and Presence Service展開へのユーザトラフィックの受け入れを開
始する前に、ルーティング通信タイプを設定する必要があります。

注意

はじめる前に

• MDNSルーティングを使用する場合は、MDNSがネットワーク内で有効になっていることを
確認します。
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•ルータ間通信を使用する必要があり、DNSがネットワークで使用できない場合は、ノードご
とにクラスタトポロジでノード名として IPアドレスを設定する必要あります。ノード名を
編集するには、[Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and
Presenceの管理）] > [System（システム）] > [Presence Topology（プレゼンストポロジ）]を
選択し、ノードの [edit（編集）]リンクをクリックします。この設定は、IM and Presence
Serviceのインストール後、すべてのノードで Cisco XCP Routerを再起動する前に実行しま
す。

Cisco Jabberクライアントを使用する時、証明書の警告メッセージは、IPアドレスが IM and
Presence Serviceノード名として設定されると発生する場合があります。 Cisco Jabberで証明書
の警告メッセージの生成を防止するには、ノード名としてFQDNを使用する必要があります。

注目

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[System（システム）] > [Service Parameters（サービスパラメータ）]を選択します。

ステップ 2 [Server（サーバ）]ドロップダウンリストから [IM and Presence Service（IM and Presence Service）]
ノードを選択します。

ステップ 3 [Service（サービス）]ドロップダウンリストから [Cisco XCP Router（Cisco XCPルータ）]を選択
します。

ステップ 4 メニューから次の [Routing Communication Types（ルーティング通信タイプ）]のいずれかを選択
します。

• [Multicast DNS（MDNS）（マルチキャスト DNS（MDNS））]：クラスタのノードが同じマ
ルチキャストドメインにある場合は、マルチキャスト DNS通信を選択します。マルチキャ
スト DNS通信は、IM and Presence Serviceでデフォルトで有効になっています。

• [Router-to-Router（ルータツールータ）]：クラスタのノードが同じマルチキャストドメイン
内にない場合、ルータツールータ通信を選択します。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。

ステップ 6 展開内のすべてのノードで Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

関連トピック

Cisco XCP Routerサービスの再起動, （2ページ）
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クラスタ ID の設定
インストール時に、システムはデフォルトの固有のクラスタ IDを IM and Presenceデータベース
パブリッシャノードに割り当てます。クラスタ内の複数のノードを設定する場合、システムはク

ラスタの各ノードが同じクラスタ ID値を共有するようにクラスタ IDを配布します。

クラスタ ID値をデフォルト設定のままにすることを推奨します。クラスタ ID値を変更する場合
は、次の点に注意してください。

• MDNSルーティングを選択した場合は、すべてのノードにマルチキャストドメインにある他
のノードを識別できるようにするために同じクラスタ IDが必要です。

•グループチャット機能を展開する場合、IMandPresenceサービスは、チャットノードのエイ
リアスマッピングにクラスタ ID値を使用し、クラスタ ID値の変更が必要になる可能性があ
る特定の設定シナリオがあります。詳細については、グループチャットモジュールを参照

してください。

デフォルトのクラスタ ID値を変更する場合は、IM and Presenceデータベースパブリッシャノー
ドでのみこの変更を行う必要があります。システムはクラスタ内の他のノードに新しいクラスタ

ID値を複製します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[Presence（プレゼンス）] > [Settings（設定）] > [Standard Configuration（標準設定）]を選択しま
す。

ステップ 2 クラスタ ID値を表示または編集します。
デフォルトでは、IM and Presenceサービスはクラスタにクラスタ ID値の
“StandaloneCluster”を割り当てます。

（注）

ステップ 3 [Save（保存）]をクリックします。
IM and Presenceサービスは、クラスタ ID値でのアンダースコア文字（_）を許可しませ
ん。クラスタ ID値にこの文字が含まれていないことを確認します。

ヒント

関連トピック

チャットの設定と管理

アベイラビリティ状態変更メッセージのスロットルレートの設定

IM and Presenceサービスの過負荷を防ぐために、メッセージで Cisco XCP Routerに送信されるア
ベイラビリティ（プレゼンス）変更のレート（秒当たり）を設定できます。この値を設定する

と、IM and Presenceサービスはアベイラビリティ（プレゼンス）変更のレートを設定値に合わせ
て小さくします。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[System（システム）] > [Service Parameters（サービスパラメータ）]を選択します。

ステップ 2 [Server（サーバ）]メニューから [IM and Presence Service（IM and Presenceサービス）]ノードを選
択します。

ステップ 3 [Service（サービス）]メニューから [Cisco Presence Engine（Cisco Presenceエンジン）]を選択しま
す。

ステップ 4 [Clusterwide Parameters（クラスタ全体のパラメータ）]セクションで、[Presence Change Throttle
Rate（プレゼンス変更スロットルレート）]パラメータを編集します。このパラメータは、秒当
たりのプレゼンス更新の数を定義します。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。

IPv6 設定
IM and Presence Serviceに対して IPv6を有効にするには、次のタスクを実行する必要があります。

• Cisco Unified IM and Presence OS Administrationの GUIまたはコマンドラインインターフェイ
スのどちらかを使用して、クラスタ内の各 IM and Presence Serviceノードの Eth0に IPv6を設
定します。

• IM and Presence Serviceクラスタの IPv6エンタープライズパラメータを有効にします。

IM and Presence Serviceの企業ネットワークとEth0の両方に対して、各 IM and Presence Serviceノー
ドで IPv6を使用するように設定する必要があります。そのようにしないと、システムは IPトラ
フィック向けに IPv4を使おうとします。たとえば、エンタープライズパラメータが IPv6に設定
され、クラスタ内の 2つのノードのうちの 1つだけでEth0ポートが IPv6に設定されている場合、
ポートを IPv6に設定したノードのみが IPv6に対して有効になります。他のノードは IPv4を使お
うとします。

IPv6エンタープライズパラメータへの設定変更を有効にするには、IM and Presence Serviceで次の
サービスを再起動する必要があります。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Router

コマンドラインインターフェイスを使用して IPv6パラメータを設定する場合の詳細については、
『Cisco Unified CommunicationsManager AdministrationGuide』および『Command Line Interface Guide
for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。
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IPv6 の相互作用と制限事項
IM and Presence Serviceで IPv6を設定する場合、および外部の IPv6デバイスやネットワークとの
インタラクションを行う場合は、次のインタラクションと制限事項に注意してください。

• IM and Presence Serviceと Cisco Unified Communications Manager間の接続に IPv4を使用して
いても、IM and Presence Serviceでは外部とのやりとりに IPv6を使用できます。

• IM and Presence Serviceの企業ネットワークとEth0の両方に対して、各 IM and Presence Service
ノードで IPv6を使用するように設定する必要があります。そのようにしないと、システムは
外部インターフェイス上で IPトラフィック向けに IPv4を使おうとします。たとえば、エン
タープライズパラメータが IPv6に設定され、クラスタ内の 2つのノードのうちの 1つだけ
で Eth0ポートが IPv6に設定されている場合、ポートを IPv6に設定したノードのみが IPv6
に対して有効になります。他のノードは IPv4を使おうとします。

IM and Presence Serviceノードで、エンタープライズパラメータまたは ETH0
のいずれかに対して、何らかの理由で IPv6が無効になった場合でも、IM and
Presence Serviceで設定されているサーバのホスト名が解決可能な IPv6アドレ
スならば、ノードは内部 DNSクエリを実行し、外部の LDAPやデータベース
サーバに接続できます。

（注）

•フェデレーションでは、IPv6が有効な外国企業へのフェデレーションリンクをサポートする
必要がある場合は、IM and Presence Serviceで IPv6を有効にする必要があります。これは、
IM and Presence Serviceノードとフェデレーション企業間に ASAがインストールされている
場合にも当てはまります。 ASAは、IM and Presence Serviceノードに対して透過的です。

• IM and Presence Serviceノードで次のいずれかの項目に IPv6を設定する場合、ノードは着信
する IPv4パケットを受け入れず、自動的に IPv4の使用に復帰することはありません。 IPv4
を使用するには、次の項目が展開に存在する場合、これらが IPv4に設定されていることを確
認する必要があります。

•外部データベースへの接続。

• LDAPサーバへの接続。

• Exchangeサーバへの接続。

•フェデレーション展開。

IM and Presence サービスの Eth0 で IPv6 を有効にする
IPv6を使用するクラスタの各 IM and Presenceサービスノードの Eth0ポートで IPv6を有効にする
には、Cisco Unified IM and Presence Operating Systemの管理 GUIを使用します。変更を適用する
には、ノードを再起動する必要があります。
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IPv6設定を完了するには、Eth0を設定しノードをリブートした後に、クラスタの IPv6エンター
プライズパラメータを有効にし、IPv6 Nameパラメータも設定する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presence OS Administration（Cisco Unified IM and Presenceの OSの管理）] >
[Settings（設定）] > [IP（IP）] > [Ethernet IPv6（Ethernet IPv6）]を選択します。 [Ethernet IPv6
Configuration（Ethernet IPv6の設定）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Enable IPv6（IPv6を有効にする）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [Address Source（アドレスソース）]を選択します。

• Router Advertisement

• DHCP

• Manual Entry

[ManualEntry（手動入力）]を選択した場合は、IPv6アドレス、サブネットマスク、およびデフォ
ルトゲートウェイの値を入力します。

ステップ 4 [Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスをオンにします。
予定されていたメンテナンス時間中などに、後で手動でノードを再起動する場合は、

[Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスはオンにしないでく
ださい。ただし、変更した内容はノードがリブートされるまで有効になりません。

ヒント

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。
[Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスをオンにした場合は、ノード
がリブートされ、変更が適用されます。

次の作業

Cisco Unified CM IM and Presenceの管理を使用して IM and Presenceサービスクラスタの IPv6エン
タープライズパラメータを有効に設定し、次に共通トポロジ（Common Topology）を使用して
IPv6名のパタメータを設定します。

IM and Presence サービスの Eth0 での IPv6 の無効化
IPv6を使用しないクラスタで各 IM and Presenceサービスノードの Eth0ポートの IPv6を無効にす
るには、Cisco Unified IM and Presence Operating Systemの管理 GUIを使用します。変更を適用す
るには、ノードを再起動する必要があります。
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IPv6を使用するクラスタのいずれのノードも使用しない場合は、IPv6エンタープライズパラ
メータがクラスタで無効になっていることを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence OS Administration（Cisco Unified CM IM and Presence OSの管理）]
> [Settings（設定）] > [IP（IP）] > [Ethernet IPv6（Ethernet IPv6）]を選択します。 [Ethernet IPv6
Configuration（Ethernet IPv6の設定）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Enable IPv6（IPv6を有効にする）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 3 [Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスをオンにします。
予定されていたメンテナンス時間中などに、後で手動でノードを再起動する場合は、

[Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスはオンにしないでく
ださい。ただし、変更した内容はノードがリブートされるまで有効になりません。

ヒント

ステップ 4 [Save（保存）]を選択します。
[Update with Reboot（リブートを使用した更新）]チェックボックスをオンにした場合は、ノード
がリブートされ、変更が適用されます。

IPv6 エンタープライズパラメータの有効化
IM and Presence Serviceクラスタの IPv6エンタープライズパラメータを有効にするには [Cisco
Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）]を使用しま
す。変更を適用するには、次のサービスを再起動する必要があります。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Router

[Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）]を
使用してシステム再起動通知をモニタするには、[System（システム）] > [Notifications（通知）]
を選択します。

ヒント

はじめる前に

サービスを再起動する前に、IPv6が次のように設定されていることを確認します。

• [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）]
を使用して各 IM and Presence Serviceノードの ETH0の IPv6を有効にします。

•共通のトポロジを使用して IPv6 Nameパラメータを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration（Cisco Unified CM IM and Presenceの管理）] >
[System（システム）] > [Enterprise Parameters（エンタープライズパラメータ）]を選択します。
[Enterprise Parameters Configuration（エンタープライズパラメータ設定）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 2 [IPv6（IPv6）]パネルで [True（True）]を選択します。

ステップ 3 [Save（保存）]を選択します。

次の作業

変更を適用するには、IM and Presence Serviceノードのサービスを再起動します。

プロキシサーバの設定

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CM IM and PresenceAdministration（CiscoUnified CM IM and Presence管理）] > [Presence
（プレゼンス）] > [Routing（ルーティング）] > [Settings（設定）]を選択します。

ステップ 2 [Method/Event Routing Status（メソッド/イベントルーティングのステータス）]で [On（オン）]
を選択します。

ステップ 3 [Preferred Proxy Server（優先プロキシサーバ）]で [Default SIP Proxy TCP Listener（デフォルト SIP
プロキシ TCPリスナー）]を選択します。

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。

IM and Presence Service のサービス

IM and Presence サービスのサービスのオン
次の手順は、基本的な IM and Presenceサービス設定を導入するときにオンにする必要のあるサー
ビスを一覧表示します。 IM and Presenceサービスクラスタの各ノードで次のサービスをオンにし
ます。

IM and Presenceサービスで導入する追加機能によって他の任意サービスをオンにする必要があり
ます。詳細については、固有の機能に関連する IM and Presenceサービスのマニュアルを参照し
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てください。特定のシステムコンポーネントまたは機能を設定できるようにサービスを手動で停

止した場合は、この手順を使用して、手動でこれらのサービスを再起動します。

Cisco XCP Routerサービスを、基本的な IM and Presenceサービス展開のために実行する必要があ
ります。 IM and Presenceサービスは、デフォルトで Cisco XCP Routerをオンにします。 [Cisco
Unified IM and Presence Serviceability（Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ）] >
[Control Center - Network Services（コントロールセンター -ネットワークサービス）]を選択して、
このネットワークサービスがオンになっていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presence Serviceability（Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ）]
> [Tools（ツール）] > [Service Activation（サービスの開始）]を選択します。

ステップ 2 [Server（サーバ）]メニューから [IM and Presence Service（IM and Presenceサービス）]ノードを選
択します。

このメニューから [Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified Communicationsマネー
ジャー）]ノードを選択して、Cisco Unified Communications Managerサービスのステータスを変更
することもできます。

ステップ 3 基本的な IM and Presenceサービス展開では、次のサービスをオンにします。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Authentication Service

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。

関連トピック

Sync Agentの設定
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